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DXシリーズのハードウェア
Hardware of DX Series

内外の急激なディ ジタル化指向に対処するため,′ト容量から大容量(内線128回線

から5,120回線)までカバーする時分割PBXを開発した｡

本稿では,今回開発したDX30,DX40及びDX50ディ ジタル電子交換機の設計方針,

システム構成,通話路系,マイクロコンピュータを使用したプロセッサなど,制御

系の主なハードウェア及びRAS機能について述べる｡

切 結 言

DX30,DX40及びDX50は,PCM(Pulse Code Modulation)

方式のディ ジタル電子交換機で種々のLSI,マイクロコンピ

ュータ,ICメモリ,ワンチップコーデックなど最新のデバイ

ス,また省電力化のため低電力論理ICや相補形LSIを用い,

更にRAS(Reliability,Availability,Serviceability)機能の配

備を図った信頼性を重視した交換機である｡

小規模から大規模回線までファミリーとして構築できるよ

うに,標準インタフェースを設定してモジュール化を行なっ

ているので,ビルディングブロック方式によりシステムの拡

張が容易に行なえる｡

凶 システム設計方針

′ト規模から大規模回線まで,単一アーキテクチャでシステ

ムを構成するためには,システムの拡張とサービス機能の追

加などが容易かつ効果的に実現できることが要求される｡

ハードウェアとしてこれらのことを実現するため,次の方

針を採っている｡

(1)PCMディジタル方式の採用

音声信号を数値化し,ディ ジタル信号として接,断を行な

うPCMディジタル通話方式を採用することで,スイッチ網は,

論理素子で小規模から大規模にモ至るまで容易に構成できる｡

(2)分散制御方式の採用

交換機の制御すべき情報量は,システムの規模に比例する｡

効率良くシステムを拡張するために,規模に応じ1～複数個

のマイクロコンピュータを組み合わせて使用する分散制御方

式を採用した｡

(3)LSIの採用

半導体技術の発達に伴い,全電子方式がよ-)経i斉的となっ

たので,汎用LSIの導入,効果的な専用LSI化が鍵となる｡

本システムでは,音声からディ ジタル信号への変換,制御に

シングルチップコ【デックを,その他マイクロコンビュ…タ,

ICメモリを採用して,大幅な小形化と高信頼度化を図った｡

以_Lの方針によるアーキテクチャを図1に示す｡更に,シ

ステムを柔軟性,融通性あるものとするために下記を配旛した｡

(1)基本構成は,通話路部と制御部とを組み合わせ,これを

1,000回線のユニットとして積み上げるビルディングブロック

方式とした｡

(2)通話路は,ハイウェイの乗り換えを行なう空間分割のデ

ィジタルスイッチと内線回路など端末装置を収容するモジュ

ールに分け,制御部とのインタフェースを標準化した｡すな
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わち,

(a)モジュールに,モジュールインタフェース回路を設ける｡

(b)モジュール内では,モジュールインタフェース回路と

端末装置のパッケージインタフェースを組み合わせる｡

(C)これにより,機能追加はパッケージ又はモジュールの

設置で行なえる｡

また,ディ ジタルスイッチは,小規模ではスイッチ1段,

大規模では1,000回線をユニットとし,拡張を容易に行なえる

スイッチ2段の構成とした｡

(3)内線回路,各種トランクなど,端末装置各々にコーデッ

クを配備したフルディジタル方式とした｡

(4)制御部は,小規模では一つの制御系で,大規模では上位

制御系と1,000回線ユニットごとに設置する下位制御系とで構
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成し,二重化構成を可能とした｡

臣】 システム構成

DX30,DX40のシステム構成を図2に示す｡

通話路系はディ ジタルスイッチ,内線回路,各穐トランク

などの端末及びモジュールインタフェースから構成され,制
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セソサと‾F位プロセッサに分散した階層構成を採り,プロセ

ッサ間はバスチャネルにより結合する｡プロセソサ自体はい

ずれも同一ハードウエアである｡

1個の下位プロセッサは,約1,000[司緑を制御しビルディン

グブロック式にこれを積み上げ,約5,000回線まで拡張可能で

ある｡ネットワークはユニット間接続を容易に行なえる2段

スイッチ偶成で2群に分け,スイッチの障害による全通話不

能となることを防止している｡

内線回路などからの入力信号は,4HW(ハイウェイ)(32

チャネル/HW)にアクセスでき,2HWごとに別々のスイッチ

に収容される｡

亡l 通話路系の装置

通話路系への制御信号は,78ロセッサからSRD(信号√受信

分配装置)を通し,ディジタルスイッチ又はMIC(モジュール

インタフェース)に送られる｡MICでは,内線回路,多機能電

話機制御回路,各種トランク,局線中継台制御回路など､端

末装置へ制御信号を送出する｡一方,各端末装置からの情報

(発呼,切断などこ状態監視)は,MIC,SRDを経由してプロセ

､ソサへ送出される｡
4.1 内線回路

図4にLIF(内線回路)のブロック構成を,図5にき=勺線を

搭載した標準のパッケージを示す｡LIFにはハイプリソドIC

化した給電回路やハイブリッドトランス,コーデックが,更

に論理制御部には小形･低電力化したCMOS(Complementa-

ry Meta10Ⅹide Semiconductor)-LSIが搭載されている｡

4.2 ディジタルスイッチ

ディジタルスイッチは,HW間の特定チャネル間を1村1

に接続する論理ゲートで構成された空間スイッチである｡DX

30､DX40では,1校の基板に16(入HW)×4(出HW)の論理

ゲートのマトリクスと保持メモリを搭載した1段構成のスイ

ッチである｡
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図4 内線回路のブロック構成 内繰回路は呼出Lベル信号,監視回

路,ハイブリッドトランス,コーデック.論至里制御用LSlなどから構成される｡
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図5 8内線回路パッケージ 内線回路にはハイブリッドIC,コーデッ

ク,LSlなど最新技術が導入されている｡

DX50では,2(入HW)×16(出HW)のマトリクスと16(入

HW)×2(出HW)のマトリクス及び保持メモリを,1枚の基

板に搭載した2段構成のスイッチである｡

4.3 局線中継台及びヰ継台制御Ⅰ司路

ATT(局線中継台)は,操作の容易な無紐索線式であり,卓上

形及び据置形の2種類を用意した｡卓上形は400m(直径0.5mm,

6対ケーブル),据置形は200m(12対ケーブル)まで標準とし

て延長することができる｡

ATTの電源は,ATTと対応して設けた中継台制御回路から

給電されるので,局部給電は不要である｡

盤面の電鍵,ランプ情報は,本体側の中継台制御回路との

間をマイクロコンピュータ制御によりデータ伝送を行なって

いる｡ATT自体は,詮･断モードとして切り離してチェックが

可能である｡

4.4 多機能電話機及び多機能電話機制御回路

MFT(多機能電話機)は,本体側のMFTIF(多機能電話機

制御回路)の間を2村のケーブルで接続する｡線路長は470m

(直径0.5mm)まで標準として延長することができる｡

MFTの盤面には,サービス機能を指定する12個のシ【トキ

ー,動作二状態を表示するLED(発光ダイオード)及びプッシュ
ホンキーボードがある｡

ATTと同様にMFTにも自己診断機能がある｡

匹l 中央処理系の装置

HD68000を使用した中央処理系は,最繁時の1時間当たり

約5,000通話を処理する能力がある｡図6に,シングルプロセ

ッサ時での処理能力を示す｡

プロセッサ,メモリ,フロ＼ソピーチイスク装置,システム

制御装置などは二重化構成が可能である｡二重化構成あるいは

DX50で階層構成をとるときには,プロセッサ間通信をバスチ

ャネルで行なう｡また,入出力制御装置と入出力装置は,RS

232Cあるいは20mAインタフェースで接続する｡

5.1 プロセッサ

1校の基板で構成され,16ビットマイクロコンピュータを

搭載し,基本クロック周波数8MHzで動作させている｡シス

テムの立上げ時に使用するイニシアルプログラムローダを内

蔵した読取り専用記憶も搭載している｡
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5.2 メモリ

プログラム及び時々刻々変わるデータを蓄える記憶装置で

ある｡メモリ素子には16kビットの半導体ICを採用し,1枚

の基板に16k語の記憶装置を構成し,小形化,低電力化した｡

記憶情報保持のためのリフレッシュ制御回路も同一基板上に

搭載させてある｡

5.3 フロッピーディスク制御装置及びフロッピーディスクドライブ

これらはシステムの立上げ時と保守者が,内線データなど

を変更したときに使われ,フロッピーディスクにはプログラ

ムとデータが格納されている｡主な機能は読出しであるが,

書込み機能として運用状況に合わせ変わっていく内線データ,

課金データなどを一定時刻にフロッピーディスクに書き込み,

障害時に最新情報として使用するため退避しておく｡

5.4 システム制御装置

システム制御装置はプロセッサ対応に1対1で実装され,

各プロセッサの動作状態を決定する基本的制御を行なう｡

前面パネルには,システムの運用状態(運転中,待機状態,

停止),障害発生の要因がLED表示されるほか,システム起

動用の押しボタンスイッチがあるなど,保守の便利さを配慮

した｡更に,保守用にタイ70ライタを使用するときのため,

RS232Cインタフェースをもつ｡

田 RAS機能

ディジタルPI】Ⅹは,高度情報化社会に適合した高度化,多

様化したサービスに加え,種々のデータをユーザーに提供す

るシステムの中核となる｡このため,交換機での処理の中断

の与える影響は大きく,交換動作の連続性は極めて重要とな

る｡したがって,DXシリーズでは下記の配備を行なった｡

(1)信頼性を向上させるために,

(a)構成部品の高信板化

(b)障害検出機能を各装置にもたせ,切分けの容易化を図る｡

(2)移動率を向上させるために,

(a)再試行や二重化による障害の回復
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図6 処理能力(シングルプロセッサ構成)プロセッサ使用率は,固

定細分としてオペレーティングシステム分と回線規模･坪数に比例する部分で

決定される｡プロセッサ使用率を70%とLたときには約5.5KBHCAの呼数が運

ペる｡
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注:略語説明

ATT(局線中継台)
MFT(多横能電話機)
CPU(中央処理装置)
MiC(モジュールインタフェース)
DP(診断プログラム)
TP(テストプログラム)
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図7 RAS機能 DX30～DX50では,システムの総合的な信頼性の確保の

ためにこれらの機能を配備L,信頼性,稼動率,保全性の向上を図っている｡

(b)障害箇所の閉塞による縮退化

(3)保全性,すなわち修理時間の短縮には,

(a)障害情報の収集

(b)診断,試験プログラムによる自動試験

などを配慮した｡図7に具体的なRAS機能の一覧を示す｡

l】■結 言

以上述べたように,DXシリーズではフルディジタル,マイ

クロプロセッサによる負荷,機能分散制御方式の採用,イン

タフェースの標準化により,時代に即応した新サービスの導

入が容易に行なえる｡今後多彩化すると考えられる構内デー

タ通信,オフィスオートメション市場のニーズなど,更に顧

客の要望を反映した高性能PBXシステムとするよう,いっそ

うの努力を傾注したい｡

終わりに,本DXシリーズの開発に当たり御指導,御尽力を

いただいた関係各位に対し,厚く感謝の意を表わす次第で

ある｡




